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和
歌
森
太
郎
の
一
九
四
二
年
九
月
大
洗
調
査

由
谷
裕
哉

一　

和
歌
森
太
郎
と
は

本
稿
は
、
歴
史
学
者
・
民
俗
学
者
の
和
歌
森
太
郎
（
一
九
一
五

︱
七
七
）が
一
九
四
二
年
九
月
に
大
洗
を
訪
れ
、民
俗
調
査
を
行
っ

た
こ
と
の
周
辺
を
探
求
す
る
。
ま
ず
、
和
歌
森
太
郎
と
は
ど
ん
な

人
物
か
、
に
つ
い
て
。

和
歌
森
は
東
京
文
理
科
大
学
で
松
本
彦
次
郎
、
肥
後
和
男
ら
に

学
び
、
一
九
四
一
年
頃
か
ら
柳
田
國
男
を
囲
む
木
曜
会
（
註
１
）

の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
。
敗
戦
後
は
東
京
教
育
大
学
教
授
を
務

め
、
歴
史
民
俗
学
と
も
呼
ぶ
べ
き
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。
き

わ
め
て
著
作
が
多
い
が
、
そ
の
中
心
は
修
験
道
（『
修
験
道
史
研

究
』）、
神
社
祭
祀
（『
美
保
神
社
の
研
究
』
ほ
か
）、
民
俗
学
の
方

法
論
（『
日
本
民
俗
学
概
説
』
そ
の
他
）、
な
ど
で
あ
ろ
う
。

個
々
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
影
響
力
が
大
き
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
修
験
道
研
究
に
つ
い
て
は
今
世
紀
以
降
に
限
定
し
て
も
、
筆

者
、
時
枝
務
、
関
口
真
規
子
、
長
谷
川
賢
二
ら
に
よ
る
研
究
や
位

置
づ
け
が
あ
り
（
註
２
）、
歴
史
学
と
の
関
わ
り
を
含
む
民
俗
学

方
法
論
に
関
し
て
は
、柏
木
亨
介
に
よ
る
一
連
の
研
究
が
あ
る（
註

３
）。
神
社
祭
祀
研
究
に
関
し
て
は
、
他
に
協
同
体
史
（『
中
世
協

同
体
の
研
究
』）
も
含
め
た
位
置
づ
け
を
、
か
つ
て
伊
藤
幹
治
が

行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
（
註
４
）。

と
は
い
え
、
彼
が
大
洗
を
訪
れ
て
民
俗
調
査
を
し
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
筆
者
が
事
実
関
係
の
一
部
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
（
註
５
）
以
外
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
大
洗
に
と
っ
て
は
、
柳
田
門
下
の
研
究
者
が
こ
の
時
期

に
訪
れ
て
民
俗
調
査
を
行
っ
た
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

の
で
、
本
稿
で
は
こ
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
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二　

和
歌
森
太
郎
の
一
九
四
二
年

九
月
大
洗
調
査
ま
で
の
軌
跡

（
１
）
木
曜
会
加
入
ま
で

和
歌
森
の
卒
業
論
文
タ
イ
ト
ル
は
「
中
世
修
験
道
成
立
の
因
縁

と
そ
の
展
開
」
で
、
完
成
し
提
出
さ
れ
た
時
期
は
一
九
三
八
年
と

さ
れ
て
い
る
（
註
６
）。
東
京
文
理
科
大
学
の
卒
業
は
一
九
三
九

年
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
に
同
大
学
の
助
手
に
就
任
し
、
肥
後
和
男

の
宮
座
調
査
を
手
伝
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
そ
の
年
の
内
に
北

支
河
南
省
に
兵
士
と
し
て
従
軍
し
た
由
で
あ
る
（『
修
験
道
史
研

究
』
の
序
）。『
修
験
道
史
研
究
』
の
東
洋
文
庫
版
に
お
け
る
自
ら

の
解
説
に
よ
れ
ば
、
卒
業
論
文
の
第
一
、二
章
に
当
た
る
部
分
を

卒
業
後
に
『
歴
史
教
育
』『
史
潮
』
に
発
表
し
、
北
支
か
ら
の
帰

還
後
、
残
り
の
部
分
を
『
宗
教
研
究
』『
解
釈
と
鑑
賞
』
な
ど
に

公
表
し
た
と
い
う
（
註
７
）。

一
九
四
三
年
刊
の
『
修
験
道
史
研
究
』
に
再
録
さ
れ
た
「
小
島

法
師
に
つ
い
て
」
は
、『
歴
史
と
国
文
学
』
の
一
九
三
九
年
一
一

月
号
に
掲
載
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
同
書
の
序
に
、「
卒
業

後
に
書
き
ま
し
た
私
の
論
文
の
中
で
、
修
験
道
に
関
係
あ
る
も
の

を
選
び
収
め
た
」
云
々
と
あ
る
の
で
、
当
該
論
文
は
東
京
文
理
科

大
学
を
一
九
三
九
年
に
卒
業
後
、
北
支
へ
の
従
軍
前
に
当
該
誌
に

投
稿
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

翌
一
九
四
〇
年
、
胸
膜
炎
に
罹
っ
た
た
め
帰
還
し
、
東
京
文
理

科
大
学
副
手
と
な
っ
た
（
註
８
）。

（
２
）
木
曜
会
お
よ
び
民
間
伝
承
の
会
で
の
活
動

成
城
の
柳
田
國
男
邸
で
毎
月
開
催
さ
れ
て
い
た
木
曜
会
へ
は
、

東
京
文
理
科
大
学
の
後
輩
に
当
た
る
直
江
広
治
に
紹
介
さ
れ
、

一
九
四
一
年
五
月
頃
か
ら
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
（
註

９
）。一

方
、
民
間
伝
承
の
会
（
註
10
）
の
機
関
誌
『
民
間
伝
承
』
誌

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
に
よ
れ
ば
、「
新
入
会
員
紹
介
」コ
ー
ナ
ー
の「
東

京
」
に
名
前
の
見
え
る
の
が
、
第
六
巻
第
七
号
（
一
九
四
一
年
四

月
刊
）
な
の
で
、
木
曜
会
参
加
よ
り
前
に
同
会
に
入
会
し
た
模
様

で
あ
る
。
大
洗
調
査
の
前
ま
で
に
同
誌
に
投
稿
し
た
論
考
は
、
最

初
が
第
七
巻
第
五
号（
一
九
四
二
年
二
月
）の「
氏
神
に
つ
い
て
」。
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続
い
て
、「
オ
モ
ユ
と
マ
マ
ハ
ハ
」
が
第
八
巻
第
三
号
（
一
九
四
二

年
七
月
）、「
八
朔
考
」
が
同
巻
第
四
号
（
同
年
八
月
）
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
「
オ
モ
ユ
と
マ
マ
ハ
ハ
」
に
つ
い
て
は
、
第
八
巻
第

五
号
（
同
年
九
月
）
に
板
垣
勇
治
郎
「「
オ
モ
ユ
」
に
つ
い
て
」

と
い
う
批
判
が
掲
載
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
同
巻
第
七
号
（
同
年

一
一
月
）
に
和
歌
森
が
「「
オ
モ
ユ
」
に
つ
き
板
垣
氏
に
答
ふ
」

を
書
い
て
反
論
し
た
。
板
垣
に
よ
る
批
判
と
そ
れ
に
対
す
る
和
歌

森
の
反
論
は
、
刊
行
さ
れ
た
時
期
と
し
て
は
大
洗
調
査
と
ほ
ぼ
同

じ
か
そ
の
後
に
な
る
が
、
こ
の
顛
末
に
つ
い
て
少
し
だ
け
見
て
お

く
。和

歌
森
は
「
オ
モ
ユ
と
マ
マ
ハ
ハ
」
に
お
い
て
、「
オ
モ
ユ
」

と
は
御
飯
を
炊
く
と
き
に
得
ら
れ
る
粘
性
の
も
の
を
指
す
と
し
、

各
地
の
民
俗
用
語
を
参
照
す
る
。
ま
た
、
糊
と
し
て
利
用
さ
れ
、

病
人
乳
幼
児
の
食
料
な
ど
に
も
使
わ
れ
る
と
す
る
。
飯
の
こ
と
を

幼
児
が
マ
マ
と
い
う
の
で
、
オ
モ
は
マ
マ
の
転
訛
か
、
と
問
題
提

起
さ
れ
る
。

イ
エ
ス
ペ
ル
セ
ン
が
参
照
さ
れ
（
Ｍ
音
な
ど
唇
音
が
発
音
さ
れ

や
す
い
、
な
ど
）、
ま
た
古
代
に
母
が
オ
モ
と
さ
れ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
オ
モ
ユ
や
マ
マ
ユ
は
母
乳
を
指
す
、
と
一
旦
は
結
論
づ
け

ら
れ
る
。
そ
こ
か
ら
マ
マ
ハ
ハ
の
語
源
論
に
移
り
、
親
愛
の
親
子

関
係
が
新
た
に
要
請
さ
れ
る
為
に
「
マ
マ
」
が
付
い
た
、
な
ど
の

推
測
が
展
開
さ
れ
た
ま
ま「
未
完
」と
な
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、

義
母
の
こ
と
を
マ
マ
ハ
ハ
と
い
う
こ
と
と
、
御
飯
を
炊
く
と
き
の

汁
と
を
関
連
づ
け
る
の
が
奇
妙
で
、
検
証
も
反
証
も
不
可
能
な
議

論
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
す
る
板
垣
の
批
判
だ
が
、「
一
読
す
る
の
に
、
そ
の

文
の
や
ゝ
癖
の
あ
る
の
に
悩
ま
さ
れ
た
」「
私
は
そ
の
論
述
の
仕

方
に
不
満
を
も
つ
」
云
々
と
始
ま
る
。
詳
細
は
略
す
る
が
、
個
々

の
立
論
が
か
な
り
恣
意
的
だ
と
の
批
判
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
和
歌
森
の
反
批
判
は
、
慇
懃
無
礼
な
で
す
ま
す
調
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
も
詳
細
を
割
愛
す
る
が
、
批
判
者
は
イ
エ
ス
ペ
ル
セ
ン

に
つ
い
て
不
勉
強
だ
と
い
う
趣
旨
の
文
言
が
あ
る
な
ど
、
相
当
に

上
か
ら
目
線
で
自
ら
の
論
全
て
を
正
当
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

と
も
あ
れ
、「
オ
モ
ユ
と
マ
マ
ハ
ハ
」
に
関
わ
る
応
酬
は
我
々

後
世
の
読
者
か
ら
見
て
も
後
味
が
悪
い
も
の
に
思
え
、
和
歌
森
に

と
っ
て
不
名
誉
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

和
歌
森
は
こ
の
他
、
こ
の
時
期
の
『
民
間
伝
承
』
誌
の
「
批
評
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紹
介
」
に
少
な
か
ら
ず
寄
稿
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
第
八
巻
第

一
号（
一
九
四
二
年
五
月
）に
は
シ
ロ
コ
ゴ
ル
フ『
北
方
ツ
ン
グ
ー

ス
の
社
会
構
成
』
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
「
学
会
消
息
」
と
い

う
コ
ー
ナ
ー
で
の
木
曜
会
例
会
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
二
年

五
月
二
三
日
の
木
曜
会
第
一
八
九
回
例
会
で
、「
北
米
土
民
」
の

霊
魂
観
念
を
日
本
人
と
比
較
す
る
報
告
を
し
た
模
様
（『
民
間
伝

承
』
第
八
巻
第
三
号
）。

以
上
、
敗
戦
ま
で
の
和
歌
森
と
云
う
と
『
修
験
道
史
研
究
』
に

代
表
さ
れ
る
宗
教
史
研
究
と
い
う
印
象
を
抱
き
が
ち
だ
が
、
以
上

の
よ
う
に
木
曜
会
お
よ
び
民
間
伝
承
の
会
に
お
い
て
は
、
彼
の
黒

歴
史
と
も
見
な
せ
る
民
俗
語
彙
論
の
他
に
も
、
海
外
を
含
む
多
方

面
に
関
心
を
拡
げ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
３
）
国
民
精
神
文
化
研
究
所
の
嘱
託
と
し
て

和
歌
森
は
こ
の
時
期
、
本
務
の
東
京
文
理
科
大
学
に
加
え
、
木

曜
会
、
民
間
伝
承
の
会
の
他
に
、
皇
国
の
教
学
を
指
導
せ
ん
と
す

る
国
民
精
神
文
化
研
究
所
と
の
関
わ
り
も
有
し
て
い
た
。
同
研
究

所
に
は
柳
田
國
男
の
推
薦
に
よ
り
、
一
九
四
二
年
に
「
国
民
伝
統

調
査
」
を
嘱
託
さ
れ
た
と
い
う
（
註
11
）。
同
研
究
所
の
同
年
八

月
刊
『
国
民
精
神
文
化
研
究
所
要
覧
』
の
「
神
社
及
神
事
調
査
要

項
」
項
目
中
の
「
調
査
関
係
職
員
」
に
、「
調
査
課
勤
務
」「
国
民

伝
統
調
査
嘱
託
」
と
し
て
彼
の
氏
名
が
記
さ
れ
て
い
る
（
同
要
覧

三
二
頁
）。

実
は
本
稿
起
稿
ま
で
色
々
調
べ
て
は
み
た
が
、
和
歌
森
と
国

民
精
神
文
化
研
究
所
と
の
関
わ
り
を
こ
れ
以
上
明
確
に
は
で
き
な

か
っ
た
。
占
領
軍
に
よ
っ
て
超
国
家
主
義
団
体
と
名
指
し
さ
れ
、

専
任
の
多
く
の
者
が
公
職
追
放
さ
れ
た
組
織
で
あ
り
、
一
方
で
和

歌
森
は
筑
波
大
学
構
想
に
反
対
し
て
東
京
教
育
大
学
を
退
職
し
た

と
さ
れ
る
よ
う
に
戦
後
は
リ
ベ
ラ
ル
な
姿
勢
で
知
ら
れ
て
い
た
の

で
、
同
研
究
所
と
の
関
わ
り
を
公
に
し
た
く
な
か
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
こ
こ
で
は
、『
修
験
道
史
研
究
』
の
「
付
録
」
に
入
っ

て
い
る
「
仏
名
会
の
成
立
」
が
同
研
究
所
の
雑
誌
『
国
民
精
神
文

化
』
の
一
九
四
二
年
一
一
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
、
本
稿
で
対

象
と
す
る
大
洗
調
査
の
直
前
に
行
わ
れ
た
鹿
島
神
宮
調
査
が
同
研

究
所
の
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
、
の
二
点
を
明
記
す
る
に

留
め
る
。
こ
の
う
ち
後
者
に
つ
い
て
は
、
上
記
『
要
覧
』
の
「
調

査
課
主
任
」
正
木
篤
三
、「
調
査
課
勤
務
」「
助
手
」
堀
一
郎
（
註

12
）
と
共
同
で
行
っ
た
ら
し
い
。
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和
歌
森
単
独
の
論
考
は
「
鹿
島
神
宮
式
年
御
船
祭
参
観
記
」
と

し
て
、『
教
学
』
第
九
巻
第
八
号
（
一
九
四
三
年
九
月
）
に
掲
載

さ
れ
た
（
註
13
）。
国
立
国
会
図
書
館
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
チ
に

よ
れ
ば
、
こ
の
雑
誌
は
『
国
民
精
神
文
化
』
誌
を
継
承
し
て
第
九

巻
第
四
号
か
ら
第
一
〇
号
ま
で
国
民
精
神
文
化
研
究
所
の
編
集
・

出
版
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
（
そ
の
後
は
教
学
錬
成
所
の
編
・

刊
）。
こ
こ
で
は
、『
和
歌
森
太
郎
著
作
集
』
第
一
四
巻
（
弘
文
堂
、

一
九
八
二
年
）
に
再
録
さ
れ
、
現
代
仮
名
遣
い
に
直
さ
れ
た
形
に

よ
り
、
簡
単
に
見
て
お
き
た
い
。

同
参
観
記
（
著
作
集
版
で
は
「
鹿
島
神
宮
の
信
仰
と
御
船
祭
」

と
改
題
）
は
、
一
九
四
二
年
八
月
三
一
日
か
ら
九
月
三
日
ま
で
、

一
二
年
に
一
度
行
わ
れ
る
官
幣
大
社
鹿
島
神
宮
の
特
殊
神
事
「
御

船
祭
」
の
調
査
記
録
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
実
際
に
報
告

さ
れ
て
い
る
の
は
九
月
二
日
ま
で
で
あ
り
、
ま
た
報
告
も
祭
礼
の

参
与
観
察
が
主
眼
で
は
な
く
、
と
く
に
前
半
は
関
係
者
か
ら
の
聞

き
取
り
が
主
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
八
月
三
一
日
は
旧
主
典
Ｈ
（
著
作
集
版
で
は
実
名

だ
が
、
姓
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
に
し
て
お
く
）、
九
月
一
日
は
東
海
岸

小こ
み
や
さ
く

宮
作
（
現
・
鹿
嶋
市
）
に
移
動
し
、
同
地
の
六
〇
歳
Ｍ
か
ら
聞

き
取
り
し
、
鹿
島
神
宮
が
漁
業
神
で
あ
る
こ
と
や
小
宮
作
の
住
吉

神
社
と
鹿
島
神
宮
と
の
関
係
、
下
津
（
現
・
鹿
嶋
市
）
の
高
天
原

な
ど
の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
に
根こ

ん
ぽ
ん
じ

本
寺
（
同
上
、
臨

済
宗
）
を
訪
ね
て
い
た
と
い
う
「
僚
友
」
堀
一
郎
か
ら
の
情
報
（
鹿

島
太
神
宮
の
縁
起
ほ
か
）
も
、
付
記
さ
れ
て
い
る
。

後
半
、「
夕
食
の
頃
」（
一
三
〇
頁
）
か
ら
後
は
、
一
日
の
夕
方

以
降
と
二
日
の
祭
礼
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
二
日
正
午
か

ら
の
香
取
神
宮
と
滑
川
（
現
・
千
葉
県
成
田
市
）
の
小
御
門
神
社

と
に
よ
る
奉
迎
祭
に
つ
い
て
は
、
各
地
の
「
寄
り
合
い
祭
」
の
類

例
で
あ
る
と
し
て
も
、
と
く
に
別
格
官
幣
社
小
御
門
神
社
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
「
大
き
な
不
可
解
が
残
る
」（
一
三
六
頁
）、
な
ど

と
し
て
い
る
。

三
「
大
洗
採
訪
記
―
鹿
島
信
仰 

　

を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
」
を
巡
っ
て

冒
頭
、「
昭
和
十
七
年
九
月
三
日
」
と
始
ま
る
の
で
、
鹿
島
神

宮
御
船
祭
の
行
宮
か
ら
本
殿
へ
の
還
幸
が
行
わ
れ
て
い
た
筈
の
三
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日
、
あ
る
い
は
そ
の
前
日
の
う
ち
に
、
和
歌
森
は
大
洗
に
移
動
し

て
い
た
模
様
で
あ
る
。
掲
載
誌
は
『
教
学
』
第
九
巻
第
一
〇
号

で
、
一
九
四
三
年
一
一
月
刊
と
の
こ
と
で
あ
る
（
上
記
著
作
集
同

巻
五
三
五
頁
）。『
教
学
』
は
上
記
の
よ
う
に
国
民
精
神
文
化
研
究

が
こ
の
時
期
に
発
行
し
て
い
た
雑
誌
で
あ
っ
た
の
で
、
和
歌
森
の

大
洗
調
査
も
同
研
究
所
の
事
業
の
一
環
だ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

全
体
の
論
述
は
与
利
幾
神
社
と
八
朔
祭
と
に
分
か
れ
る
。
こ
こ

で
も
、鹿
島
神
宮
御
船
祭
の
調
査
と
同
様
、話
者
は
一
日
一
人
だ
っ

た
模
様
で
、
そ
れ
は
与
利
幾
神
社
を
祭
祀
す
る
旧
家
の
八
五
歳
Ｓ

女
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。和
歌
森
は
、「
こ
の
年
齢
と
し
て
は
驚
く

に
足
る
ほ
ど
健
全
な
頭
脳
を
維
持
し
、
か
つ
て
大
家
の
主
婦
だ
っ

た
風
格
を
十
分
に
備
え
て
い
る
」
と
彼
女
を
評
価
し
て
い
る
。

ま
ず
与
利
幾
神
社
に
つ
い
て
。
出
典
不
記
載
の
「
与
利
幾
神
社

縁
起
」
が
引
用
さ
れ
、
流
れ
着
い
た
巨
木
を
大
国
魂
命
と
し
て
祀

り
奉
っ
た
、
と
す
る
。
一
方
で
、
立
て
札
に
「
建
御
名
方
神
」
と

標
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
付
さ
れ
、
両
神
の
関
わ
り
に
注
意
を
う

な
が
す
。
社
殿
の
景
観
や
鎮
座
地
周
辺
の
説
明
の
後
、
再
度
Ｓ
家

に
伝
わ
る
明
治
二
六
年（
一
八
九
三
）の
由
来
が
引
用
さ
れ
る
が
、

下
記
の
よ
う
に
語
ら
れ
た
後
、
そ
こ
で
も
祭
神
が
大
国
魂
神
と
さ

れ
る
と
云
う
。

我
ハ
是
大
洗
ノ
大
神
ニ
随
従
シ
世
界
ノ
民
天
災
地
殃
且
ツ

病
ニ
罹
リ
テ
非
命
ノ
死
ヲ
免
レ
シ
メ
ン
ト
欲
シ
普
ク
天
下

ヲ
巡
視
ス
。
上
陸
セ
ン
ト
ス
ル
際
汝
カ
為
メ
ニ
意
速
ニ
達

ス
然
レ
ト
モ
汝
凡
夫
不
知
シ
テ
斧
鉞
ヲ
充
ツ
奚
ソ
仔
細
ノ

傷
モ
被
ル
コ
ト
ナ
シ
。
更
ニ
告
ク
明
年
ヨ
リ
関
八
州
及
奥

州
大
飢
饉
四
ケ
年
打
続
テ
米
穀
乏
シ
悪
疾
流
行
ス
予
テ
貯

蓄
ノ
方
法
ヲ
ト
リ
、
此
難
ヲ
避
ケ
ヨ
、
我
又
海
漁
ヲ
隆
盛

ナ
ラ
シ
メ
禍
除
キ
福
ヲ
得
セ
シ
メ
ン
ト
ス

考
察
と
し
て
、
神
社
名
は
「
寄
り
来
」
か
「
寄
り
木
」
か
ら
来

て
い
る
こ
と
、
Ｓ
女
に
よ
れ
ば
巨
木
が
お
諏
訪
様
で
あ
る
の
に
、

庄
屋
の
ｓ
（
大
洗
に
多
い
姓
）
が
小
便
を
か
け
、
不
敬
な
こ
と
を

し
た
と
の
伝
が
あ
る
と
語
っ
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
庄
屋
を

う
ら
む
筋
に
よ
る
誤
伝
で
あ
ろ
う
が
、
大
洗
磯
前
神
社
が
大
己
貴

神
で
あ
る
こ
と
か
ら
当
社
の
祭
神
を
建
御
名
方
神
と
す
る
の
は
、

そ
れ
に
「
随
従
」
す
る
意
味
を
持
つ
で
あ
ろ
う
、
な
ど
と
す
る
。

た
し
か
に
、
大
己
貴
命
―
建
御
名
方
神
と
い
う
父
子
を
二
つ
の

神
社
の
主
従
関
係
と
見
る
の
は
な
る
ほ
ど
と
思
え
る
が
、
そ
れ
で

は
先
に
引
用
さ
れ
た
二
種
の
縁
起
・
由
来
（
最
初
の
も
の
は
上
記
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の
よ
う
に
出
典
不
記
載
で
、
後
者
は
上
記
引
用
の
よ
う
に
祭
神
が

何
か
の
箇
所
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
）
で
、
漂
着
し
た
巨
木
を
大

国
魂
神
と
し
て
祀
っ
た
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
ど
う
解
釈
す
れ

ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
大
国
魂
神
は
大
洗
磯
前
神
社
の
御

祭
神
の
一
つ
で
あ
る
大
己
貴
命
と
同
一
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
る

が
、
和
歌
森
は
そ
の
こ
と
を
付
記
し
て
い
な
い
。

こ
の
パ
ー
ト
で
は
他
に
、
Ｓ
女
か
ら
聞
い
た
与
利
幾
神
社
の
祭

り（
大
洗
磯
前
神
社
の
神
官
と
Ｓ
家
の
身
内
の
み
が
参
列
す
る
）、

町
に
関
わ
る
そ
の
他
の
習
俗
伝
承
（
町
世
話
人
、
大
般
若
、
盆
、

船
止
め
な
ど
）
も
付
記
さ
れ
る
。

同
稿
の
後
半
は
、
八
朔
祭
に
つ
い
て
で
あ
る
。
Ｓ
女
か
ら
、
八

朔
祭
で
「
鬼
板
」
と
俗
称
さ
れ
る
楯
を
海
浜
の
井
戸
の
上
に
か
ざ

し
て
洗
う
役
を
Ｓ
家
の
当
主
が
務
め
て
い
た
と
す
る
情
報
を
得
た

こ
と
に
対
し
、
そ
の
「
鬼
板
が
え
し
」
は
沼
前
村
網
掛
と
宮
ヶ
崎

（
と
も
に
、
現
・
東
茨
城
郡
茨
城
町
）
の
村
社
鹿
島
神
社
の
祀
官

が
行
う
の
が
本
来
で
あ
っ
た
と
す
る
。

続
い
て
、
農
村
で
一
般
的
な
八
朔
祭
（
註
14
）
が
大
洗
磯
前
神
社

の
九
月
九
日
の
例
祭
に
発
展
解
消
さ
れ
た
も
の
の
、
旧
慣
忘
れ
難

く
、
旧
八
朔
の
日
に
特
殊
神
事
と
し
て
「
昔
な
が
ら
の
八
朔
祭
」
を

行
っ
て
き
た
と
し
、『
大
洗
磯
前
神
社
本
縁
』（
註
15
）
を
引
用
し
て

紹
介
す
る
（
影
印
と
若
干
異
な
る
が
、以
下
和
歌
森
に
よ
り
引
用
）。

八
月
朔
、
宮
崎
網
掛
両
村
祠
官
二
人
護
二
送
矛
盾
一
而
来
、

号
レ
盾
曰
二
鬼
板
一
闊
二
尺
長
三
尺
許
、
古
画
漫
漶
雖
レ
不
レ

可
二
識
別
一
而
皆
魑
罔
両
之
形
也
、
持
二
鬼
板
一
者
名
曰
二
政

所
一
著
二
素
襖
一
、
扈
従
四
人
著
二
肩
衣
袴
一
、
其
一
名
曰
二
代

官
一
、
其
三
名
レ
士
与
二
政
所
一
皆
騎
而
来

こ
の
引
用
に
関
わ
る
説
明
の
う
ち
、
注
連
切
り
が
行
わ
れ
た
場

所
の
記
載
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
、
筆
者
は
既
に
指
摘
し
た
（
註

16
）。
と
も
あ
れ
、
こ
の
注
連
切
は
、
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
神
が
皇
孫

に
先
立
っ
て
天
上
よ
り
降
り
る
こ
と
に
対
し
、
オ
オ
ナ
ム
チ
ノ
神

が
注
連
を
張
っ
て
防
い
だ
の
を
切
っ
た
と
い
う
故
事
に
よ
る
と
し

つ
つ
も
、「
こ
れ
は
も
と
よ
り
そ
う
し
た
行
事
が
あ
っ
て
後
に
結

び
つ
け
ら
れ
た
説
明
神
話
で
あ
ろ
う
」（
著
作
集
一
四
三
頁
）、
と

不
思
議
な
解
釈
を
加
え
て
い
る
。

続
け
て
、
こ
れ
は
鹿
島
社
の
よ
う
な
大
社
の
近
辺
で
見
ら
れ
る

「
寄
り
合
い
祭
」
の
一
種
で
あ
る
が
、「
鹿
島
よ
り
神
使
が
な
く

て
は
大
洗
の
祭
は
最
後
ま
で
埒
が
あ
か
ぬ
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
」

（
同
上
頁
）
と
さ
れ
る
（「
寄
り
合
い
祭
」
の
語
は
、
上
述
の
よ
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う
に
鹿
島
神
宮
御
船
祭
の
報
告
論
文
に
既
出
で
あ
っ
た
）。
具
体

的
に
は
、
注
連
縄
を
切
っ
て
本
社
に
近
づ
く
鹿
島
神
社
の
使
い
を

大
洗
の
神
官
が
社
殿
下
で
迎
え
、
楯
・
矛
を
あ
ら
か
じ
め
開
扉
さ

れ
て
い
る
本
殿
に
奉
安
す
る
。
献
饌
祝
詞
の
後
、
鹿
島
側
が
小
林

楼
で
昼
食
を
と
る
こ
と
を
「
直
会
」
と
称
し
、
そ
の
費
用
を
祭
り

一
般
も
含
め
て
磯
浜
町
が
負
担
す
る
。

直
会
の
後
、
鹿
島
側
一
行
は
渚
に
出
て
、
上
磯
に
塩
水
が
湛
え

ら
れ
て
い
る
壇
上
の
岩
が
あ
っ
て
、
そ
の
上
に
鬼
板
を
か
ざ
し
て

三
回
ひ
る
が
え
す
。
ひ
る
が
え
す
の
は
鹿
島
神
社
の
社
掌
で
、
柄

に
手
を
添
え
る
の
は
大
洗
の
神
官
で
あ
り
、
Ｓ
女
の
い
う
よ
う
に

同
家
の
者
が
参
与
し
た
か
は
疑
わ
し
い
と
す
る
。
こ
の
後
で
、

一
町
ほ
ど
北
の
「
壇
の
浦
」
と
い
う
所
に
注
連
を
張
り
巡
ら
し
た

中
に
土
壇
が
築
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
鉾
と
盾
を
刺
し
立
て
て
、

各
町
の
大
世
話
人
と
船
主
、
漁
業
関
係
者
が
「
大
漁
祈
願
」「
町

内
安
全
」
を
祈
念
す
る
。
和
歌
森
は
、「
漁
業
者
に
と
っ
て
文
字

通
り
有
難
い
神
と
し
て
崇
信
さ
れ
た
鹿
島
の
神
が
、
八
朔
の
時
化

の
多
い
頃
、
神
領
内
の
統
摂
地
た
る
磯
浜
領
民
の
た
め
に
漁
業
を

妨
げ
る
悪
鬼
調
伏
を
意
義
す
る
神
事
を
行
な
う
た
め
に
迎
え
ら
れ

た
」（
一
四
四
頁
）、と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
和
歌
森
は
、

鹿
島
神
宮
御
船
祭
調
査
の
際
、
話
者
Ｍ
よ
り
鹿
島
神
が
漁
業
神
だ

と
聞
い
た
こ
と
を
お
そ
ら
く
踏
ま
え
、
大
洗
の
八
朔
祭
を
も
漁
業

関
係
者
の
為
の
祭
礼
と
解
釈
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
八
朔
祭
が
終
了
後
、
沼
前
村
の
代
表
は
大
貫

町
の
村
社
諏
訪
神
社
に
立
ち
寄
っ
て
祭
式
を
挙
げ
、
夕
刻
帰
村
す

る
、
な
ど
と
記
載
さ
れ
る
。
ま
た
、
磯
浜
町
側
で
は
八
朔
祭
に
山

車
を
出
す
こ
と
、
余
興
を
催
す
こ
と
も
付
記
さ
れ
る
。

さ
ら
に
旧
九
月
二
五
日
に
行
わ
れ
る
神
事
祭
に
つ
い
て
も
『
本

縁
』
を
参
照
し
な
が
ら
、
有
賀
（
現
・
水
戸
市
）
か
ら
は
矛
の
み

が
馬
車
に
乗
っ
て
く
る
こ
と
、
有
賀
神
社
の
祭
神
も
ま
た
「
鹿
島

神
」
と
さ
れ
る
こ
と
、
土
産
に
里
芋
や
柚
子
な
ど
が
も
た
ら
さ
れ

る
こ
と
、
列
を
先
導
す
る
氏
子
が
法
螺
貝
を
吹
く
こ
と
な
ど
が
付

記
さ
れ
、
こ
れ
も
八
朔
祭
と
同
種
の
農
村
と
漁
村
と
の
寄
り
合
い

祭
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。

四　

小
括

和
歌
森
の
大
洗
調
査
報
告
の
う
ち
、
与
利
幾
神
社
に
つ
い
て

は
、
祭
神
説
に
大
国
魂
神
と
建
御
名
方
神
と
い
う
二
説
が
あ
る
こ
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と
に
注
意
を
う
な
が
し
た
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
が
、
先
に
概
要

し
た
よ
う
に
大
国
魂
神
説
に
つ
い
て
の
考
察
は
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、二
説
が
併
存
す
る
理
由
は
結
局
分
か
ら
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。

八
朔
祭
に
つ
い
て
は
、
当
時
は
今
の
よ
う
に
影
印
と
翻
刻
と
が

併
せ
て
刊
行
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
『
大
洗
磯
前
大
明
神
本
縁
』

に
主
と
し
て
依
拠
し
な
が
ら
、
鹿
島
神
宮
の
よ
う
な
大
社
の
周
辺

に
見
ら
れ
る
「
寄
り
合
い
祭
」
の
一
つ
だ
と
解
釈
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
八
朔
祭
そ
の
も
の
を
、「
磯
浜
漁
民
の
た
め
に
漁
業
を
妨

げ
る
悪
鬼
調
伏
を
意
義
す
る
神
事
を
行
な
う
た
め
に
」「
鹿
島
の

神
」を
迎
え
る
も
の（
著
作
集
版
一
四
四
頁
）、と
解
釈
し
て
い
る
。

こ
の
点
は
、
彼
が
大
洗
調
査
を
行
う
前
日
の
九
月
二
日
ま
で
鹿
島

神
宮
の
祭
礼
を
調
査
し
て
い
た
こ
と
の
影
響
が
あ
る
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
旧
暦
九
月
の
有
賀
祭
も
そ
の
一
種
と
し
て
い
る
の
は
興

味
深
い
。
こ
れ
は
、
ず
っ
と
後
に
な
っ
て
刊
行
さ
れ
た
『
大
洗
町

史
通
史
編
』（
一
九
八
六
年
）
で
有
賀
祭
に
つ
い
て
、
大
貫
の
諏

訪
神
も
か
つ
て
は
大
洗
磯
前
神
社
に
渡
御
し
た
と
い
う
情
報
を
参

照
し
つ
つ
、
近
郷
の
神
社
か
ら
大
洗
磯
前
神
社
へ
の
「
磯
下
り
」

の
一
つ
だ
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
（
同
編
三
五
〇
頁
）、
ま
た
茨

城
県
神
社
庁
の
『
茨
城
の
神
事
』（
一
九
八
九
年
）
で
子
ど
も
の

虫
切
り
に
霊
験
あ
る
神
事
の
た
め
、
大
御
鉾
に
幼
児
を
触
れ
さ
せ

る
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
同
書
四
四
頁
）
と
、
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
。

以
上
、
和
歌
森
の
大
洗
調
査
報
告
を
か
な
り
圧
縮
し
て
概
要
し

た
。
和
歌
森
自
身
が
ま
だ
二
〇
代
後
半
で
、
柳
田
の
指
導
を
受
け

始
め
て
一
年
余
り
で
あ
り
、
前
述
の
「
オ
モ
ユ
と
マ
マ
ハ
ハ
」
の

よ
う
な
奇
妙
な
論
を
も
草
し
て
い
た
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
八
朔
祭

（
お
よ
び
有
賀
祭
）
に
つ
い
て
は
後
日
の
参
与
調
査
が
な
さ
れ
な

か
っ
た
模
様
だ
し
、
話
者
が
一
人
だ
け
で
事
実
関
係
に
お
か
し
な

点
も
あ
っ
た
が
、
先
に
も
見
た
よ
う
に
後
世
の
『
大
洗
町
史
通
史

編
』
な
ど
と
は
異
な
る
独
自
の
着
眼
点
や
解
釈
も
み
ら
れ
る
。
と

は
い
え
、
戦
時
下
の
国
民
精
神
文
化
研
究
所
の
調
査
で
あ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
同
研
究
所
の
『
教
学
』
と
い
う
地
元
で
ほ
ぼ
知
ら
れ

て
い
な
い
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
に
出
さ
れ
た
の
は
、
調
査
地
へ
の
貢

献
と
い
う
点
で
残
念
な
気
が
す
る
。

も
し
、
本
稿
の
概
要
で
読
者
が
和
歌
森
に
よ
る
大
洗
調
査
に
関

心
を
抱
か
れ
た
よ
う
な
ら
、『
和
歌
森
太
郎
著
作
集
』
は
公
共
図

書
館
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
（
茨
城
県
立
図
書
館

に
は
全
巻
あ
る
模
様
）、
ぜ
ひ
現
物
を
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
と
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和歌森太郎の一九四二年九月大洗調査

思
う
。

（
註
１
）
一
九
三
四
年
一
月
に
、
柳
田
邸
で
前
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
「
民
間
伝

　

承
論
」
講
義
の
延
長
と
し
て
、
毎
月
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
研
究
会
の
こ
と
。

　

福
田
ア
ジ
オ
『
日
本
の
民
俗
学　
「
野
」
の
学
問
の
二
〇
〇
年
』（
吉
川
弘
文
館
、

　

二
〇
〇
九
年
）、
一
二
二
頁
を
参
照
。

（
註
２
）
由
谷
裕
哉
「
修
験
道
系
柱
松
を
ど
う
捉
え
る
か
」（『
寺
社
と
民
衆
』
九
、

　

二
〇
一
三
年
）、
時
枝
務
「
修
験
道
史
に
お
け
る
里
修
験
の
位
相
」（『
近
世
修

　

験
道
の
諸
相
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
三
年
）、
関
口
真
規
子
「
和
歌
森
太
郎
の
修

　

験
道
研
究
と
そ
の
発
展
・
展
望
」（『
宗
教
研
究
』
八
七
巻
別
冊
、
二
〇
一
四
年
）、

　

長
谷
川
賢
二
「
修
験
道
史
研
究
の
歩
み
」（
時
枝
務
・
長
谷
川
賢
二・林
淳
︿
編
﹀ 

　
『
修
験
道
史
入
門
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
五
年
）。

（
註
３
）
柏
木
亨
介
「
和
歌
森
太
郎
の
伝
承
論
に
お
け
る
社
会
規
範
概
念
」（『
史
境
』

　

五
九
、二
〇
〇
九
年
）、同「
現
代
民
俗
学
に
お
け
る
三
つ
の
歴
史
概
念
―
普
遍
性
・

　

遡
及
・
変
遷
―
」（
古
家
信
平
︿
編
﹀『
現
代
民
俗
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
』
吉
川

　

弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
）。

（
註
４
）
伊
藤
幹
治
『
宗
教
と
社
会
構
造
』（
弘
文
堂
、
一
九
八
八
年
）、
二
二
二
―

　

―
二
三
〇
頁
。

（
註
５
）由
谷
裕
哉（
編
）『
神
社
合
祀
再
考
』（
岩
田
書
院
、二
〇
二
〇
年
）、一
八
八
頁
。

（
註
６
）「
和
歌
森
太
郎　

年
譜
抄
」（
和
歌
森
太
郎
刊
行
会『
和
歌
森
太
郎
』弘
文
堂
、

　

一
九
七
八
年
）、
三
四
八
頁
。

（
註
７
）
本
稿
の
テ
ー
マ
か
ら
外
れ
る
た
め
、
東
洋
文
庫
版
『
修
験
道
史
入
門
』
に

　

記
載
さ
れ
て
い
な
い
個
々
の
論
考
の
、
題
目
、
掲
載
誌
の
号
数
お
よ
び
刊
行
年

　

月
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
次
に
全
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

宮
家
準
「
和
歌
森
太
郎
教
授
の
修
験
道
・
山
岳
宗
教
研
究
」（『
和
歌
森
太
郎
著

　

作
集
』
第
一
四
巻
、
弘
文
堂
、
一
九
八
〇
年
）、
四
七
三
―
四
七
四
頁
。

（
註
８
）「
和
歌
森
太
郎　

年
譜
抄
」（
前
掲
註
６
）、
同
上
頁
。

（
註
９
）
和
歌
森
太
郎
「
歴
史
と
民
俗
の
間
で
」（『
日
本
の
民
俗
』一
一
、河
出
書
房

　

出
版
社
、
一
九
七
六
年
）、
二
八
九
―
二
九
〇
頁
。

（
註
10
）
一
九
三
五
年
に
柳
田
の
還
暦
を
記
念
し
て
日
本
青
年
館
を
会
場
に
行
わ

　

れ
た
日
本
民
俗
講
習
会
を
契
機
と
し
て
組
織
さ
れ
た
、
日
本
民
俗
学
の
研
究
団

　

体
。
現
在
の
日
本
民
俗
学
会
の
前
身
。

（
註
11
）「
歴
史
と
民
俗
の
間
で
」（
前
掲
注
９
）、
二
九
二
頁
。

（
註
12
）
堀
一
郎
『
聖
と
俗
の
葛
藤
』（
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
一
九
九
三
年
）

　

の
「
紆
余
曲
折
」
と
い
う
パ
ー
ト
に
、
堀
が
国
民
精
神
文
化
研
究
所
時
代
を
回

　

想
す
る
箇
所
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
堀
が
「
鹿
島
神
宮
の
軍
神
祭
」
に
つ
い
て

　

書
い
た
報
告
が
研
究
所
内
で
評
価
さ
れ
、
神
社
の
お
祭
り
の
調
査
を
や
っ
て
み

　

な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
和
歌
森
太
郎
に
加
わ
っ
て
も
ら
っ
た
。「
そ
れ
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が
和
歌
森
君
と
つ
き
合
い
出
し
た
は
じ
め
で
す
ね
」（
同
書
二
九
六
頁
）と
あ
る
。

　

堀
と
和
歌
森
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
木
曜
会
で
知
り
合
い
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る

　

の
で
少
し
奇
妙
だ
が
、
情
報
と
し
て
付
記
し
て
お
く
。

（
註
13
）同
論
文
を
正
木
篤
三
・
堀
一
郎
・
和
歌
森
太
郎
の
共
著
と
す
る
情
報
も
あ

　

る
が
、
筆
者
は
初
出
形
態
を
未
確
認
。
な
お
、
本
文
で
参
照
し
た
著
作
集
第
一
四

　

巻
で
は
初
出
を
『
国
民
精
神
文
化
』
九
―
八
、と
す
る
が
、同
誌
は
Ｎ
Ｄ
Ｌ
サ
ー

　

チ
に
よ
る
と
第
九
巻
第
三
号
が
終
刊
と
さ
れ
る
の
で
、『
教
学
』
の
誤
り
と
考
え

　

本
文
で
は
修
正
し
た
。

（
註
14
）
和
歌
森
は
『
民
間
伝
承
』
第
八
巻
第
四
号
に
寄
稿
し
た
「
八
朔
考
」
に

　

お
い
て
、
①
太
鼓
を
叩
く
虫
送
り
、
②
馬
な
ど
の
し
ん
こ
細
工
を
作
っ
て
贈
っ

　

た
り
、
初
児
の
祝
と
し
て
宅
内
に
飾
っ
た
り
す
る
、
③
休
息
日
と
し
て
贈
答
を

　

交
換
す
る
、
の
三
通
り
を
八
朔
行
事
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

　

こ
で
彼
が
「
一
般
的
な
」
と
形
容
し
た
の
は
、
こ
の
三
者
を
念
頭
に
置
い
て
い

　

る
の
で
あ
ろ
う
。

（
註
15
）
現
在
は
、
次
の
よ
う
な
影
印
と
翻
刻
と
を
併
せ
て
収
録
し
た
本
が
出
さ

　

れ
て
い
る
。『
大
洗
磯
前
神
社
本
縁
』（
大
洗
磯
前
神
社
、
一
九
九
八
年
）。
和
歌

　

森
が
ど
の
よ
う
に
こ
の
史
料
の
写
し
を
取
得
で
き
た
の
か
は
、『
教
学
』
九
―

　

一
〇
掲
載
の
和
歌
森
論
に
彼
が
大
洗
磯
前
神
社
を
訪
れ
て
文
書
を
調
査
し
た
旨

　

の
文
章
が
無
い
の
で
、
不
明
で
あ
る
。

（
註
16
）
前
掲
注
５
を
参
照
。
注
連
切
り
が
行
わ
れ
る
場
所
を
曲
松
で
は
な
く
、「
明

　

神
町
の
警
防
署
・
郵
便
局
前
の
と
こ
ろ
」（
著
作
集
一
四
三
頁
）
に
注
連
縄
が

　

張
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
八
朔
祭
の
注
連
切
に
つ
い
て
は
、
次
の
本
の
口
絵
に

　

昭
和
初
期
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
場
所
が
明
神
町
で
な
い
の
は
明

　

ら
か
。
大
久
保
景
明
『
大
洗
歴
史
漫
歩
』（
私
家
版
、
二
〇
〇
二
年
）。
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【
編
集
後
記
】　

毎
年
積
み
上
げ
て
、
第
三
号
も
定
期
の
Ｇ
Ｗ
に
刊
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
誌
は
、
大
洗
地
域
を
扱
う
郷
土
誌
、
地
方
誌
に

分
類
さ
れ
る
雑
誌
で
す
が
、
一
定
の
水
準
に
達
し
た
内
容
を
提
供
で
き
る

の
も
、
第
一
・
二
号
を
含
め
、
執
筆
者
各
位
の
不
断
の
努
力
の
賜
物
か
と

思
い
ま
す
。
そ
の
成
果
を
、
大
洗
地
域
の
郷
土
史
に
向
け
て
い
た
だ
け
る

の
は
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　

毎
号
ご
執
筆
い
た
だ
い
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
層
以
外
に
、
今
回
は
高
等
学

校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
未
来
あ
る
学
徒
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
郷

土
の
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
の
は
、
語
る
ま
で
も
な
く
、
現
役
世
代
の

役
割
が
重
要
で
す
。
若
い
世
代
が
、
郷
土
を
知
っ
て
未
来
を
想
像
し
て
い

く
こ
と
に
参
画
す
る
こ
と
こ
そ
が
本
誌
の
目
指
す
大
き
な
部
分
で
も
あ
り

ま
す
。
今
後
の
研
究
の
進
展
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。


